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１ 法人の概要（令和５年４月１日現在） 

（１）法人名等     名 称  地方独立行政法人山形県・酒田市病院機構 

            代 表  理事長 島 貫 隆 夫 

住 所  山形県酒田市あきほ町 30番地 

（２）設立年月日    平成 20 年４月１日 

（３）設立団体     山形県及び酒田市 

（４）資本金の額    196 億 2,438 万 9,029 円（令和２年３月 31日変更） 

（５）中期目標の期間  令和２年度から令和５年度まで（４年間） 

（６）目的及び業務 

ア 目 的 

地方独立行政法人法に基づき、医療の提供、医療に関する調査及び研究等を行うことにより、庄内地域等の医療政策として求

められる高度専門医療の提供及び当該地域における医療水準の向上を図り、もって住民の健康の維持及び増進に寄与することを

目的とする。 

イ 業 務 

① 医療の提供に関すること。 

② 医療に関する調査及び研究に関すること。 

③ 医療に関する技術者の研修に関すること。 

④ 医療に関する地域への支援に関すること。 

⑤ 災害時における医療救護に関すること。 

⑥ 前各号に掲げる業務に附帯する業務に関すること。 

 

２ 評価の実施根拠法 

地方独立行政法人法（平成 15 年法律第 118 号）第 28条第１項 

 

３ 評価の対象 

第４期中期目標期間における地方独立行政法人山形県・酒田市病院機構の中期計画に対する実績の状況 

※中期計画･･･中期目標に基づき、当該中期目標期間における業務運営に関する計画を定めたもの 
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４ 評価の趣旨 

地方独立行政法人法の規定に基づき、地方独立行政法人山形県・酒田市病院機構（以下「病院機構」という。）が、庄内地域の中核

病院である日本海総合病院及び日本海酒田リハビリテーション病院並びに日本海八幡クリニック、升田診療所、青沢診療所、松山診

療所、地見興屋診療所及び飛島診療所（以下「日本海八幡クリニック等診療所」という。）を運営するにあたり、住民に対して提供す

るサービスその他の業務の質の向上及び業務運営の効率化等について自主的、継続的な見直し及び改善を促すことを目的に、山形県

及び酒田市が、第４期中期目標期間における病院機構の業務の実績に関し評価を行う。 

 

５ 評価方法の概要 

（１）評価基準 

地方独立行政法人山形県・酒田市病院機構 中期目標期間における業務実績に関する評価基準（別紙のとおり） 

（２）評価の手法 

   病院機構の自己評価結果及びこれに対する地方独立行政法人山形県・酒田市病院機構評価委員会の意見を聴取し、これらを基に

評価する。 

【評価委員会】（令和６年８月６日現在） 

 委 員 名 氏     名 役     職     等  

 委 員 長 永 瀬   智 山形大学 医学部長  

 副委員長 張 替 秀 郎 
東北大学 副学長（病院経営担当） 
東北大学 病院長 

 

 委  員 酒 井 朋 久 
山形県医師会 
酒田地区医師会十全堂 会長 

 

 委  員 尾 形 吉 則 
日本公認会計士協会東北会山形県会長 
株式会社尾形公認会計士事務所 代表取締役 

 

 委  員 加 藤   聡 
酒田商工会議所 会頭 
加藤総業株式会社 代表取締役社長 

 
 

 委  員 白 畑 真由美 東北公益文科大学 公益学部准教授 （敬称略：順不同） 
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６ 評価結果 

（１）総合的な評定 

山形県及び酒田市は、病院機構における第４期中期目標期間における業務の実績について、総合的には「非常に優れている」も

のとして評価する。 

 

日本海総合病院では、第３期中期目標期間に引き続き、救命救急センターや地域医療支援病院等の指定を受ける地域の中核病院

として、安全で高度かつ専門的な急性期医療が提供されている。 

第二種感染症指定医療機関として、新型コロナウイルス感染症接触者の検体採取及び陽性者の診察を積極的に受け入れるととも

に、重点医療機関として専用病床を確保し、新型コロナウイルス感染症患者の入院を受け入れた。 

令和４年２月には、公益財団法人日本医療機能評価機構から主たる機能「一般病院２」（機能種別版評価項目 3rdG：Ver.2.0）に

認定されている。 

酒田地域が厚生労働省の電子処方箋モデル事業の実施地域に選定され、令和４年 10月から日本海総合病院にて電子処方箋先行導

入・運用を開始している。 

マイナンバーカードの健康保険証利用及び電子処方箋の利用を促進し、地域の医療安全の向上に努めている。 

また、DPC 特定病院群の適用の維持による医療の質の向上を図り、急性期医療及び高度専門医療の適切な提供に取り組んでいる。 

日本海酒田リハビリテーション病院では、回復期医療及び慢性期医療が適切に提供されている。 

医療人材の確保・育成については、高度専門医療等の安定的な提供を図るため、医師・薬剤師・看護師のほか医療職８職種の募

集、職員採用試験を計画的に実施し、医療従事者の確保に努めている。 

日本海八幡クリニック等診療所では、それぞれの地域における唯一の医療機関として一次医療の提供及び地域住民への訪問看護

等が提供されている。また、地域の医療需要を考慮した体制でへき地医療が提供されている。 

さらに、地域医療連携推進法人日本海ヘルスケアネットへの参画により、人工透析の機能分担、地域フォーミュラリ、人事交流、

急性期機能の集約化、看護管理者間、介護施設間の連携強化等が行われ、地域の医療機関及び介護、福祉施設等との連携を強化し、

切れ目のないサービスの提供に努めている。 

経営面では、病院機構全体としては設立初年度から 16年間連続して黒字決算を計上し、中期目標に掲げる経常収支比率 100％以

上が引き続き達成され、効率的な運営が行われている。 

 

以上、第４期中期目標期間における業務の実績は良好であり、病院機構の業務運営に対する努力について、設立団体として非常
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に高く評価するものである。 

 

 評価した項目数 

   総項目数 42 項目【評価 Ｓ：７、Ａ：21、Ｂ：14、Ｃ：０、Ｄ:０】 

 

（２）中期目標期間における財務情報及び人員に関する情報 

区  分 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

総収益（百万円） 23,901    24,873 25,815 25,657 

総費用（百万円） 22,609    23,773 24,214 25,067 

純利益（百万円） 1,291    1,100 1,602 589 

常勤職員数（人） 1,120 1,124 1,114 1,125 

※（３）の項目ごとに算出することが困難であるため、全体の情報を記載 

 

（３）中期計画の項目毎の評定 

第１ 中期計画の期間 令和２年４月１日から令和６年３月 31 日までの４年間 

 

第２ 住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためとるべき措置  

ア 評 定  

中期計画に対する実績は計画を上回っている。 

イ 理 由 

病院及び診療所による医療機能の分担と地域医療連携推進法人内での連携等により、効率的かつ効果的な業務運営を図りな

がら、地域の医療水準の向上に努めている。 

ウ 評価した項目 

① 項目数 29 項目 【評価 Ｓ：６、Ａ：14、Ｂ：９、Ｃ：０、Ｄ:０】 
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② 特筆すべき項目 

・ 地域の医療機関及び介護、福祉施設等との連携を充実させるため、「地域医療連携推進法人日本海ヘルスケアネット」に

参画し、地域フォーミュラリ、人事交流、看護管理者間の連携強化など中心的役割を担っている。 

・ 令和４年２月には、公益財団法人日本医療機能評価機構から主たる機能「一般病院２」（機能種別版評価項目 3rdG：

Ver.2.0）に認定されている。 

・ 新型コロナウイルス感染症への対応を継続しながら、重篤な患者に対する三次救急診療を日本海総合病院の医師が担い、

夜間救急外来での初期救急については一般社団法人酒田地区医師会十全堂からの応援医師が担当するなど、救命救急セ

ンターとして 24時間 365 日救急医療の提供体制を維持している。 

・ 新型コロナウイルス感染症接触者の検体採取及び陽性者の診察を積極的に受け入れるとともに、重点医療機関として専

用病床を確保し、新型コロナウイルス感染症患者の入院を受け入れた。また、庄内保健所や地域の医療関係者等との連

携体制を構築し、クラスター発生施設への感染症専門班等の派遣を行い、感染管理助言等の支援を行った。新型コロナ

ウイルス感染症の５類移行後も入院・外来問わず、診察を継続している。 

・ 中山間地域において身体の状況や交通手段等で定期的な通院が困難な患者に対し、継続的な治療を行うことを目的とし

た医療 MaaS（Mobility as a Service）事業の導入に向け、実証実験や運用の検討、車両整備等を行った。 

・ 医療人材の確保・育成については、高度専門医療等の安定的な提供を図るため、医師・薬剤師・看護師のほか医療職８

職種の募集、職員採用試験を計画的に実施し、医療従事者の確保に努めている。 

・ 看護師の資質向上のため、認定看護師の新規取得のほか、特定行為、専門看護師研修者を育成し、目標である各種看護

師資格の取得者数及び特定行為研修修了者数について、毎年度目標値を大幅に上回っている。 

・ 連携協力医登録制度の活用などにより、かかりつけ医への紹介等の連携を図り、目標である紹介率及び逆紹介率につい

て、毎年度目標値を大幅に上回っている。 

・ 令和３年２月から日本海総合病院にて「オンライン資格確認」プレ運用を開始した。 

・ 酒田地域が厚生労働省の電子処方箋モデル事業の実施地域に選定され、令和４年 10月から日本海総合病院にて電子処方

箋先行導入・運用を開始した。 

・ マイナンバーカードの健康保険証利用及び電子処方箋の利用を促進し、地域の医療安全の向上に努めている。 

・ 日本海酒田リハビリテーション病院では、回復期医療及び慢性期医療を適切に提供し、目標である回復期リハビリテー

ション実績指数について、毎年度目標値を大幅に上回っている。 
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第３ 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためとるべき措置 

ア 評 定  

中期計画に対する実績は計画を上回っている。 

イ 理 由 

診療体制の強化や、診療報酬改定等の変化に迅速に対応するなど、収益の確保に努めている。 

ウ 評価した項目 

① 項目数 ５項目 【評価 Ｓ：０、Ａ：４、Ｂ：１、Ｃ：０、Ｄ:０】 

① ② 特筆すべき項目 

・ ランサムウェア対策が施されたバックアップシステムを導入し、院内とクラウドサーバ上に複数世代のバックアップ保

管、SOC(Security Operation Center)によるセキュリティログの監視と解析を令和５年４月から開始した。令和５年８

月にはサイバーセキュリティチェックリストを基に管理運用体制の見直しを行っている。 

・ 業務負担軽減に繋がるようタスクシフティングの推進等について検討を行い、令和２年度に麻酔アシスタント制度を立

ち上げ、麻酔アシスタント（臨床工学技士）によるタスクシフトを推進している。 

・ 新たな施設基準の取得による増収を図っている。また、収益の確保を図るため経営戦略会議にて要件の確認及び報告を

行い、データ解析を進めた後、運用改善を院内の関係部署と連携しながら実施している。 

・ 日本海総合病院では DPC 係数等に対する分析及び評価を適切に行い、毎年度 DPC 特定病院群が適用されている。 

・ 後発医薬品数量シェア率について、日本海総合病院、日本海酒田リハビリテーション病院ともに毎年度目標値を上回っ

ている。 

・ 入退院支援センターでの退院時会計を実施し、入院費を早期に請求することで未収金発生防止に努めている。 

 

第４ 予算（人件費の見積りを含む。）、収支計画及び資金計画 

ア 評 定  

中期計画に対する実績は計画を上回っている。 

イ 理 由 

日本海総合病院、日本海酒田リハビリテーション病院及び診療所を含む病院機構全体で、経常収支比率と営業収支比率の目

標値を上回っている。 

ウ 評価した項目 
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① 項目数 １項目 【評価 Ｓ：０、Ａ：１、Ｂ：０、Ｃ：０、Ｄ:０】 

② 特筆すべき項目   

病院機構全体で、経常収支比率及び営業収支比率の目標値を毎年度上回っている。 

 

第５ 短期借入金の限度額 

ア 評 定  

中期計画に対する実績は計画を大幅に上回っている。 

イ 理 由 

短期借入金の実績なし。 

ウ 評価した項目 

① 項目数 １項目 【評価 Ｓ：１、Ａ：０、Ｂ：０、Ｃ：０、Ｄ:０】 

 

② 特筆すべき項目 

計画的な資金収支に努めたため、短期借入金の必要がなかった。 

 

第６ 出資等に係る不要財産又は出資等に係る不要財産となることが見込まれる財産がある場合には、当該財産の処分に関する計画 

計画がないため、評価対象としない 

 

第７ 重要な財産を譲渡し、又は担保に供しようとするときは、その計画 

計画がないため、評価対象としない 

 

第８ 剰余金の使途 

ア 評 定  

中期計画に対する実績は計画を上回っている。 

イ 理 由 

決算剰余金については、建設改良積立金に充当し、将来の施設整備及び医療機器の整備に備えている。 

ウ 評価した項目 
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① 項目数 １項目  【評価 Ｓ：０、Ａ：１、Ｂ：０、Ｃ：０、Ｄ:０】 

② 特筆すべき項目 

病院施設の整備に充てるため建設改良積立金に充当している。 

  

第９ 料金に関する事項 

ア 評 定  

中期計画に対する実績は概ね計画に合致している。 

イ 理 由 

病院機構の規定に基づき料金徴収を行っている。 

ウ 評価した項目 

① 項目数 １項目  【評価 Ｓ：０、Ａ：０、Ｂ：１、Ｃ：０、Ｄ:０】 

 

② 特筆すべき項目 

病院機構の規定に基づき適切に使用料を徴収している。 

 

第 10 その他設立団体の規則で定める業務運営に関する事項 

ア 評 定  

中期計画に対する実績は概ね計画に合致している。 

イ 理 由 

新型コロナウイルス感染症における重点医療機関として診療提供体制等の整備を図った。 

ウ 評価した項目 

① 項目数 ４項目  【評価 Ｓ：０、Ａ：１、Ｂ：３、Ｃ：０、Ｄ:０】 

② 特筆すべき項目 

・ 医療機器については、費用対効果、地域の医療需要、他機関との機能分化、医療技術の進展等を総合的に判断して整備

し、適切な医療の確保に努めている。 

・ 地域の医療ニーズに対応するため、新型コロナウイルス感染症における重点医療機関として感染症患者の積極的な受入

れと院内感染防止を図り、診療提供体制等の整備を行った。 



９ 

 

・ 日本海総合病院、日本海酒田リハビリテーション病院及び日本海八幡クリニック等診療所で新型コロナウイルスワクチ

ン個別接種を実施した。 

・ 前中期目標期間の繰越積立金については、施設の整備・修繕、医療機器の購入等に充てている。 

・ 職員が業務に専念できるよう、院内保育所及び病児・病後児保育事業を継続して実施している。 

 

（４）業務運営の改善その他の措置の必要性 

な し 
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【別紙】 

 

 

地方独立行政法人山形県・酒田市病院機構 中期目標期間における業務実績に関する評価基準 

 

１ 第４期中期目標期間における業務の実績に関する評価の基本方針 

   第４期中期目標期間における地方独立行政法人山形県・酒田市病院機構の中期計画に対する業務の実績について、その実施状況を

調査・分析し、業務の実績について評価を行う。 

 

２ 業務の実績に関する評価の方法 

計画に掲げた項目ごとに行う「項目別評価」と業務実績全体の状況について行う「全体評価」の２つを併せて行うものとする。 

（１）項目別評価 項目別評価シート 

項目別評価は、第４期中期計画の個別項目毎の進捗状況について、下記により評価するものとする。 

  ① 業務の実施状況を幅広く把握し、可能な限り客観的な評価の実施に努める。 

   ・目標数値がある場合はその達成度合い、定性的な目標の場合は具体的な業務実績を把握して評価する。 

・業務実績については、その数量だけでなく、その質についても考慮する。 

・業務実績に影響を及ぼした要因、予期せぬ事情の変化等についても考慮する。 

② 判定基準として以下の５段階で評価し、原則としてその理由を付記する。 

（判定基準） 

「Ｓ」：計画を大幅に上回っている（目標数値 110％超） 

「Ａ」：計画を上回っている（目標数値 100％超 110％以下） 

「Ｂ」：計画に概ね合致している（目標数値 90％超 100％以下） 

「Ｃ」：計画をやや下回っている（目標数値 60％超 90％以下） 

「Ｄ」：計画を下回っており、大幅な改善が必要（目標数値 60％以下） 

（２）全体評価 

全体評価は、（１）の項目別評価の結果を踏まえ、全体的な計画の進行状況や達成について、記述式等により評価するものと

する。 
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第４期中期目標期間における業務実績評価 

（項目別評価シート） 

 

 


